

















































































































































































































































図3 綱引き（全試合）の平均心拍数の変化 図4 綱引き（試合毎）の平均心拍数の変化
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40秒から終了までの最低心拍数は139.4bpmであり，最高心拍数は197.3bpmであった。
Ⅳ．ま と め
本研究では，体育祭中のバスケットボール，綱引き，長縄の心拍数の測定を行った。
心拍数の変動は，全ての種目において，開始後約30秒までの間に急激な上昇が見られた。特
に綱引きにおいては，急激な力発揮を要求されることから，開始15秒程度までに大きな心拍数
の上昇が観察された。また，急激な上昇後の推移においては，種目や活動時間が異なるものの，
最低心拍数が約140bpm,最高心拍数が約200bpmと類似していた。今回の測定結果から，綱
引きと長縄は，心拍数からみた運動強度としてはバスケットボールと同等の強度運動である可能
性が伺えた。
綱引きと長縄は複雑な動きも少なく，活動自体は単純なものであり，子どもから大人まで安全
に行うことが可能である。一方，本研究の結果は，運動の種類が異なるとはいえ，運動強度とし
ては非常に高いものであった。今回は，大学生での測定であったものの，年齢の変化があったと
しても同様の反応が予想される。このことから長縄や綱引きなどの要素を含んだ運動や遊びの中
から，大きな刺激を得られると考える。
本研究の結果は，被験者の不足や活動時間の不一致などにより，統計的な検討を行うことはで
きなかった。しかし，実際の試合中の測定が行えたことから，全ての種目において，開始時は成
人の安静の心拍数と比較して高い心拍数であった。これは，運動前の準備や緊張の影響があった
ものと考えられ，より実践的なデータであると思われる。運動イベントなどを盛り込むことより，
日常の運動や遊びに変化を加えられるとともに，生体に普段とは異なった刺激も加えることがで
きる可能性を示すものと推察される。
今回は，長縄と綱引きで心拍数の測定を行った。今後，保育・教育現場で用いられている様々
な種目においても生体反応の心拍数を測定することにより，参考とすることができる情報を獲得
できる可能性が見出された。今後も，様々な活動における心拍数の測定を進めていきたいと考え
る。
1） 高井和夫，子どもの調整力を育む運動プログラムの研究動向，生活科学研究，p.225237,2008
2） 文部科学省，幼児期運動指針ガイドブック，サンライフ企画，東京，2013
3） 文部科学省，小学校学習指導要領解説 体育編，東洋館出版社，東京，2008
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